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慶癒義塾大学体力測定標準値について
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1990年より，大学における保健体育科目に関するカリキュラム改訂や検討が各大学で進めら

れ，新たな大学体育の姿が模索されている。そうした中で，慶謄義塾大学(以下本塾と略す)に

おいても， 1993年度のカリキュラム改訂で保健体育科目が選択制となった。これに伴い，体育

実技を選択しない学生も出現し，今後の大学体育における体力・健康維持への関わり方が具体

的課題となってきた。また，選択制により，大学生全体のレベルとして体力の推移・特徴を把

握して行くことも容易で、はなくなると考えられ，今後の課題となる。この点に関して，本塾で

は必修体育の実技の中で体力測定を実施してきたが，本塾のような総合大学における継続的な

体力測定のデータに分析を加えることは，今後の大学の体育関係科目構築における体力問題検

討の一環として重要で、あると考える。

そこで，本研究では，必修体育で実施されていた，体力測定のデータを経年的に分析し，本

塾における入学生の体力水準を種々のグループ毎に標準化して，体育実技選択制移行以前の資

料としてその特徴を検討することとした。
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慶慮義塾大学体力測定標準値について

方 法

1 .体力測定の概要

本塾の体力測定は， 1年時の体育実技の中で，履修直後と履修終了時の 2回測定を実施する

もので，対象は日吉キャンパスに関係の文学部，経済学部，法学部，商学部，医学部，理工学

部の 6学部であり，学生は体育会(大学運動部)に所属しない一般学生であった。測定の種目は，

垂直跳，反復横挑，立位体前屈，腕立伏臥腕屈伸(女子は両足背上による腕立伏臥腕屈伸)，踏台

昇降であるが，踏台昇降は1991，1992年度の2年聞のみ腕立伏臥腕屈伸に代わり実施したもの

で，各年度でいずれかの 4種目が実施されていた。

2 .分析対象

データの分析は， 1986年度から1992年度までの選択制移行以前の7年間について行った。デ

ータは，個人として 1回目(入学直後)， 2回目(体育実技履修終了時)の両方実施された者のみ

を対象として集計した。

3 .標準化の方法とグループ

先述の全5種目について，各年度の平均値と標準偏差値から 7年間全体の平均値と標準偏差

値を 1，2回目毎にそれぞれ算出し，標準化した。算出の方法は以下の式であった。

AVG. =ヱ (xi)/n -・・・・・・・・(1)

SD = ;-(ヱ(xi一文)2/n) )
 
ヮ“(
 

7年間全体の平均値を標準値とし，男女毎にそれぞれ，全体，学部毎，入学条件別毎のグル

ープで標準値を算出した。学部は先述の 6学部であり，入学条件は，推薦(内部進学者および指

定校推薦入学者)，現役受験入学者， 1浪(女子は 2浪以上も含む)， 2浪(男子のみで3浪以上も含

む)の男子4グループ，女子3グループとした。

結果および考察

1 .体力測定値の 7年間の推移について

各年度で各種目毎の 1，2回目の全体平均値，標準偏差，人数及び，それらを総合した標準値
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慶ff!義塾大学体力測定標準値について

表1 慶慮義塾大学日吉キャンパス入学生 体力標準値及び年度別集計結果

回 1986 1987 1988 1989 
種 目 人数平均 標準 人数平均標準 人数平均 標準 人数 平均標準

数 偏差 偏差 偏差 偏差
男i直立復位台跳横体腕昇跳前屈降屈伸 1607 59.14 7.22 1710 61. 22 6. 96 2111 60.20 7.24 3095 60.22 7.01 子 1607 46.58 4.38 1710 47.24 4.54 2111 47.32 4.59 3095 46.80 4.62 
1 1607 12.46 6.44 1710 12.25 6. 71 2111 11. 64 6.62 3095 11. 17 6. 95 
回 1607 29.59 10.21 1710 30.81 10.41 2111 29.85 10.49 3095 29.82 9.52 
目 一一一 一 一
男 1607 61. 53 7. 21 1710 61. 60 6.85 2111 60.82 7. 18 3095 60.29 7.04 
子 横跳 1607 47.18 4.86 1710 46.97 4.78 2111 47.80 4.94 3095 47.25 4.84 
2 
腕体屈前屈伸
1607 12.69 6.48 1710 12.36 6.62 2111 11. 96 6. 77 3095 11. 17 6. 95 

回 1607 31. 45 9. 86 1710 32.52 10.48 2111 31. 64 10.65 3095 31. 35 9.86 
目 昇降 一一 一 一 一

女 402 40.40 5.98 524 42.59 6.06 606 41. 60 5.94 997 41. 70 5.80 
子 402 39.06 3. 71 524 38.80 3.80 606 38.92 3.88 997 38.47 4. O{) 
1 402 16.14 5.62 524 15.73 6.02 606 15.47 5. 97 997 14. 78 6. 60 
回 40217.91 9.67 524 18.84 10.06 606 17.71 9.11 997 16.52 9.00 
目 一 一 一 一 一 一
女 402 41. 46 6. 15 524 42.05 5. 76 606 41. 78 5.90 997 42. 15 5. 70 
子 402 39.00 3. 72 524 38.47 3. 62 606 39. 35 3.97 997 38.52 4.20 
2 402 16.14 5.42 524 16.16 5. 60 606 15.64 5. 77 997 14.90 6.20 
回 402 22.97 9.91 524 22.44 9.59 606 21. 88 9.46 997 22.67 9. 67 
目 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

回 1990 1991 1992 全体 標準値
種 目 人数 平均 標偏準差 人数平均標準 人数平均標準 人数平均 標準

数 偏差 偏差 偏差
男 3139 59.43 7.03 3227 60.46 7. 21 3436 59.99 7.10 18325 60.08 7. 13 
子 横跳 3139 46.85 4.56 3227 48.19 4.97 3436 47.06 4. 75 18325 47.19 4. 70 
1 
腕体前屈屈伸 3139 10.84 6. 78 3227 10.97 

7.21 3436 11. 29 7.00 18325 11. 37 6.90 
回 3139 30.44 10.03 一 一 一 一 11662 30.11 10.07 
目 昇降 一一一 3227 60.92 10.89 3436 62.90 10.90 6663 61. 93 10.94 
男i復位直台立跳体腕昇横跳前屈降屈伸 3139 60.66 6.87 3227 60.99 7.07 3436 60.88 6.94 18325 60.88 7.02 子 3139 47.40 4. 78 3227 46.33 5. 05 343647.20 4.97 18325 47.14 4.92 
2 3139 11. 22 6.80 3227 11. 43 7.11 3436 11. 61 7.08 18325 11. 64 6.90 
回 3139 31. 92 9.81 一 一 一 一 11662 31. 74 10.09 
目 一一 一 3227 66.20 11. 85 3436 66.68 11. 65 6663 66.45 11. 75 

女

垂反立腕踏復位立直台横腕昇跳体跳前屈降屈伸

1030 41. 14 5. 71 1101 41. 17 5. 62 1080 40.78 6.11 5740 41. 3 5.88 
子 1030 38.97 3. 91 1101 40.01 4.57 1080 38.68 4.03 5740 39.02 4.09 
1 1030 14.38 6.07 1101 15.49 6.59 1080 15.45 6. 73 5740 15. 23 6. 37 
回 1030 17.30 8.81 一 一 一 3559 17.45 9.24 
目 一一 1101 58.08 10.13 1080 57.65 9. 71 218157.87 9. 93 
女i復位直台立跳横腕体晃跳前屈降屈伸 1030 41. 93 5.73 1101 41. 85 5.52 1080 41. 37 5.84 5740 41. 81 5. 76 子 1030 39.11 4.14 1101 39.00 4.05 1080 38.42 3.88 5740 38.82 4.01 
2 1030 14.79 5.80 1101 15.82 6.47 1080 15.94 6.38 5740 15.53 6.09 
回 1030 21. 07 9.22 一一一 一一一 3559 22.07 9. 55 
目 一一一 1101 63.05 10.64 1080 60.62 10. 12 2181 61. 85 10.45 

を表1に示した。また， 7年間の継続測定がされた垂直跳，反復横挑，立位体前屈については，

年次推移をみるため，それぞれ図1， 2， 3に1，2回目の平均値及び標準偏差を示した。その結

果，垂直挑，反復横跳については，年次の変化が小さく横ばいの状態を示した。しかし，立位

体前屈については，男女とも1990年度に最低となり，その後上昇傾向がみられるものの，全体
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慶麿義塾大学体力測定標準値について
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として1986年度からみればわずかに低下傾向が示された。立位体前屈の低下傾向は文部省の「体

力・運動能力調査」の結果からも確認でき，特に1990年度に本塾同様に低値を示している。 1994
2)，3)，4)，5)，6)，7)，8) 

年の文部省体力・運動能力調査報告では， 1993年度までの30年間に立位体前屈は全国的に低下

16才といった若年層でも低下しているようである。大山らは， この立位体前屈の
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立位体前屈の年次推移図3

距離法である立位体前屈のデータがマイナス評価さ低下には，下肢長の著しい伸びが関与し，

この点で，この低下傾向は今後も助長されるかもしれない。れている可能性を報告しており，

本塾の立位体前屈の低下傾向も全国的な動向を反映したものであると考えられるが，今後は柔

より詳細なデータを集積していく必要がある。軟性の測定・評価法を検討し，

2 .学部別・入学条件別の標準値について

男子てのは文学表2に学部別，表3に入学条件別の標準値を示した。学部聞の比較をすると，

部が他に比してわずかに劣る傾向があるが，全体として大きな差はないと考えられる。また，

1年時では学部特性も明確しかし，女子では文学部，医学部に若干低値の傾向がうかがえる。

むしろ入学条件別に分けた場合でないことが考えられ，体力差の要因になる可能性は少なく，

の人数構成等の影響が考察される。従って，学部別の集計はあくまでも資料として提示をした。

入学生の中に，受験勉強による運動等の制入学条件別の集計であるが，本塾の場合，一方，

一般の受験生よりも有利と考えられる付属高校からの内部進学者がい限・体力の低下の点で，

どちらも3学部(法・商・理工学部)において指定校推薦制度による入学者もおり，る。また，

これらを推薦群として標準値を提示することは意義があると毎年一定数入学する特徴がある。

これは松田らによる塾内

出身者と塾外出身者の1986年度から1988年度の比較に準ずる結果であり，受験勉強が体力の低

考える。入学条件間で全体に推薦の標準値が高い結果が得られたが，

- 95-
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偏差人
7. 31 
4.58 5341 146.64 
6.80 5341 111. 17 

慶慮義塾大学体力測定標準値について

表3 慶慮義塾大学日吉キャンパス入学生 入学条件別 体力標準値

li9: I 2浪

標準
偏差人烈E

5.92 2685 140.77 
3.91 2685 138.54 
6.56 2685 115.27 
9.28 1770 116.73 
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3 .慶慮義塾大学体力標準値と全国平均との比較及び標準値の捉え方について

今回， 7年間の測定値を総合し，特に必修体育実施期間に得られたデータ資料のまとめとし

て塾生全体，学部・入学条件別の体力標準値を提示したが，これらの今後の活用について考え

てみる。

図4，5は本塾のデータと全国的なデータとの比較をするため，文部省体力・運動能力調査結

果(大学18才)及ぴ東京都立大学作成による体力標準値 (18才)と本塾1， 2回目の標準値を示し

た。文部省の調査結果については， 1986-1992年度の各データを本塾の実施年度と同様に，計

算式(1)，(2)で平均値を 1つ求めたものである。図4は垂直跳，反復横跳，立位体前屈の3種目

の図であるが，特徴として1， 2回目にあまり変化がない種目である。男子の立位体前屈，男女

の垂直跳で本塾の値がやや他の 2つの全国平均値より低い傾向がみられるが，本塾の標準値が

浪人生を含んだ、 1年生全体から求めたものであることを考慮すれば，全体として大きな差はな

いと考えられる。

一方，図 5は腕立伏臥腕屈伸と踏台昇降についてであるが，こちらは 2回目に測定値が顕著

に上昇した種目である。全国比としては，女子で1回目が特に低いと言えるが， 2回目には男

女とも全国値を上回る値となっている。この値の上昇は，体育実技履修終了まで日常生活の総
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慶5!義塾大学体力測定標準値について

ロ慶腰、1回目標準値 図文部省調査の平均
図慶肱2回目標準値 目都立大学標準値
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慶藤義塾大学体力測定標準値について

合的な結果であるが，むしろ，必修体育の担ってきた体力維持の役割を検証するための糸口と

捉えたい。つまり，体育実技が選択制となった現在の学生との比較をし，この 2種目の記録向

上を検討することが重要であり，今後の課題である。

以上の全国的なレベルとの比較からまとめると，本塾の体力測定標準値は入学生全体の総合

評価値であり，全国レベルを十分に上回っているものではなかったが，ほぼそれに近い値のも

のであった。尚，慶謄義塾大学の入学生の体力評価表として， 1回目の標準値をもとに，全塾

生，各入学条件別の5段階評価を付表として示した。今回これらの標準値を提示したことは，

必イI多体育という学生の身体活動が一定の範囲で把握できる授業を実施していた時期のデータと

して，将来的に価値があると考える。各表の入学条件・男女・種目別等の特徴を基礎的な部分

としておさえ，それらの課題を考慮して今後の学生の体力維持・増進に取り組むことが重要で"

あろう。

宇
品 と め

本研究は，慶磨、義塾大学(本塾)における入学生の体力水準を，過去7年間 (1986-1992年度)

にわたる体力測定の継続資料から標準化し，その特徴を明らかにすることを目的とした。対象

は運動部に所属しない一般学生であり，体力測定の項目は，垂直跳，反復横跳，立位体前屈お

よび腕立伏臥腕屈伸あるいは踏台昇降の4種目で，測定は 1年時の体育実技の授業開始と終了

時2回行った。各種目について，男女別に学生全体，学部および、入学条件(推薦・現役・ 1浪・

2浪)別のグループで7年間の平均を求め標準値とした。その結果は以下の通りであった。 1)体

力測定値の 7年間の推移は立位体前屈が全般に低下傾向にあったが，他の種目についてはほと

んど年次変動はみられなかった。 2)入学条件別の標準値は，どの項目においても推薦群が他の

群に比べ高い傾向にあり，受験勉強による運動の機会や活動量の制限等による体力水準の低下

を反映していることが確認された。 3)2回の測定値の変化では，特に持久性の項目に増加の傾

向がみられ，体育実技時の身体活動を含む 1年聞の学生生活において，その維持増進が促進さ

れていることが考察された。 4)本塾の体力測定標準値は総じて全国平均値に近いものであり，

今後，本塾内での活用が期待きれる。
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付表 慶慮義塾大学日吉キャンパス入学生体力測定評価表

垂直跳評価表

男子 評価基準 全体 推薦 現役 1浪 2浪

標準値 60.0 60.8 59. 9 59.7 59.0 

よい 70.8- 71. 5- 70. 9- 70. 6-
ーー申申 F ー『ーーーーー ー骨ーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーー』・・ー ーーーーーーーー・・・・ーーー ーーーーーーー-ーーーーー

ややよい 63.6-70.8 64.4-71. 5 63.6-70.9 63.3-70. 6 
ーーーーーーーーーーーー ーーーーーー・』ー司---ー ーーーーーーーーーーーー ーーー司ーーーーーーーー』 ーーーーーーーー----

普通 56.5巴 63.6 57.3-64.4 56. 3由 63.6 56. 1-63. 3 55.4-62.7 
ーーーーーーーー・ーーーー ーーーーー・ー--ーーーーー ーーーー・岨』ー曲目岨回申 ーーー由ー回ーーーー唱ーー ーーー『ーーーーーーーー ーー・・ー『ーーーーーーーー

やや劣る 49.4-56.5 50.2-57.3 49.0-56.3 48. 9-56. 1 48.1-55.4 
-ーーーーー・，申『畳ーーー ーーーーー・岨F 瞳ーーーーーーー ーーー骨申曲目ーーーーー ーーー世田--ーーーーーー -ー--ーーーーー骨骨-- ーー『ーーーーー』ーーーー

劣る -49.4 -50. 2 -49.0 -48. 9 -48. 1 

女子 評価基準 全体 推薦 現役 1浪

標準値 41. 3 42. 3 41. 3 40.8 

よい 50.1- 51. 2- 50. 2- 49.3-
ーーーーーー』由 F ーーー ー----ー帽明白ーーーーー ーーーー『ーーーーー'ー ーーー由ー---ーーーーー ー・・ーーーーーーーーーーー

ややよい 44.2-50. 1 45.3-51. 2 44. 2-50. 2 43.6-49.3 
申ーーーーーーーーーーー 国ーーーーーー骨骨ー--- ーーーーーーーー--ーー ーーーーー・ー.園田ーー甲ーー ーーーー---ーーーー司自

普通 38. 4-44. 2 39.9-45.3 38.3-44.2 37.9-43.6 
-ーーーーーーーー'ーーー ーーーーーーーー』ーー-- ーーーーーーーー--ー『 国ーーーーーーーーーーーー ー・，ーーーーーーーーーーー

やや劣る 32.5-38.4 33.4-39. 9 32.4 38.3 32.3-37.9 
ーー四ー圃ーー』・・--- ーーーーー・・ーーーーーーー 自----ーーーーーーー 自ーーーーーー晶画ー曲白骨 h ーーーーーーーー-ーーーー圃

劣る -32. 5 -33. 4 32.4 -32.3 

反復横挑評価表

男子|評価基準

標準値

よい

鉢
一
山
一
叶

開
一
山
一
昨

職
一
山
一
叶

市
一
山
一
小

地
一
山
一
叶

ー?苔-¥--i-l!~ ~~-:-i:-i --~ l-~-:-}~~~ ~;--i -1!~ ~去;世弐~~~--+1t~三十
-3?-111:1-Lhいそ;::;-111JZi:?-|?Y二弓:;-111:7三:-;-

女子 評価基準 全体 推薦 現役 1浪

標準値 39.0 40. 1 39.0 38. 5 

よい 45.2- 45.7- 44. 9- 44. 7-
ーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーー -申--司ーーーーーーー ーーーー・・ーーー昨ーーー・酔 』ーー司ーーーーーーーー

ややよい 41.1-45.2 42.0-45.7 41. 0-44. 9 40.6-44.7 
ーーーーーーーーー申 F ー - -申ーーーー世ー骨量ーー 』ーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーー『

普通 37.0-41. 1 38.2-42.0 37.0-41.0 36.5-40.6 
ーーーーーーーーーーーー ー'ーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーー

~}-.-~~~~~l--1 やや劣る 32.9-37.0 34.4-38.2 33.1-37.0 
ーーーーー----ーー『 ---ーーーーーーーーー』 ーーーーーーーーー・・ーー ---------ーーーー

劣る -32.9 -34. 4 -33.1 
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立位体前屈 評価表

男子|評価基準

標準値

鉢
一
川

推薦

11. 7 

搬
一
山

明
一
川

地
一
川

ー本;:L二一1-i ~~ ~~i1-.-7 --~ -~{~ -i~2 ï~9--1-i ~~~~-Ú-.-6 --~ {-i:-i ~2 i ~ -7--1-i ~~ ~~-2i-7 --
普通 I 7.9-14.8 I 8.2-15.1 I 8.ト14.8 I 7.7-14.7 I 7.8-14.8 

ー土;zil--!:??Fli--l-とそ-計十一!そ日--~-日:-ffl-qJffi-

女子 評価基準 全体 推薦 現役 1浪

標準値 15. 2 16.0 14.8 15. 3 

よい 24.8- 25.1- 24.6申 24. 7-
ーーーーーーー・・ーーーー ーーーーーー，・ーーーーーー ーーーーーーーーーーーー --ーーーーーーーーーーー ーーーー・ーーーーーー咽ー

ややよい 18.4-24.8 19.1-25.1 18.1-24.6 18.4-24. 7 
ーーーー骨・・ーーーー，ーー ーー--ーー由--ーーーー -ーーーーーーーーーーー ーーー事』圃・ーーーーーー喧 ーーーーーーーーーーーー

普通 12.0-18.4 13.0-19.1 11. 5-18. 1 12. 1-18.4 
ー・ーーー・伺--ーーー・ーー 田昌司・ーーーーーーーーー岬 ーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーー-ーーー

やや劣る 5. 7-12. 0 7.0-13.0 5.0-11.5 5.8-12. 1 
ーーーーーーー田ーー回ー ーー申・・ーーーーー由ーーー ー申申ーーーーーーーー・ー ーーーーーーーーーーーーー 世ーーーーーーーーーーー

劣る -5. 7 -7.0 -5.0 -5.8 
」

腕立伏臥腕屈伸評価表

男子 評価基準 全体 推薦 現役 1浪 2浪

標準値 30. 1 32.2 30. 1 29.4 27.9 

よい 45.2- 48.0- 44.9- 44.0- 43.0-
ー皿ー-----ーーーー ーーー-.ーーーーー唖ーーー ー---ーーーーーーーー ---ーーーーーーーーーー ーーーーーーーー---・・ ーーーーー・ーーーーーーーー

ややよい 35.1-45.2 37.5-48.0 35.0-44.9 34.3-44.0 32.9-43.0 
ーーーーーー----ー骨 ーーーーーーー-ーーー'ーー 'ーーー・ーーー申ーーーー ーーーーー・，畠ーーーーーー 自国ーーーーー申圃ー-- ーーー・・ーーーーーーーーー

普通 25. 1-35. 1 26.9-37.5 25.1-35.0 24. 6-34. 3 22.9-32.9 
ーーーーーー，申ー，ー- ーーーーーーーー'・ーーーー・・ ーーー『ーーー---申ー ーーーーーー-ーーーーーー 嘩喝・ーーーーーーーーー・ー ー由---ーーーーーー白骨

やや劣る 15.0-25.1 16. 3-26. 9 15.2-25.1 14. 9-24. 6 12.8-22.9 
ーーーーーー『ーーーーー ーーーーーーーーー---- ーーーーーーー--ーーー ーーーーーーーーーーーーー 自ー-ーーーーー・・恒ーー- ーー・ー骨ーーーーーーーー・ー

劣る -15.0 -16.3 ー15.2 ー14.9 ー12.8 

女子 評価基準 全体 推薦 現役 1 i.良

標準値 17. 5 18.8 17. 2 16. 7 

よい 31. 3- 32. 7- 31. 2- 30. 5-
ーーーーーーー-ー-ーーー ーーー--ー・・・ーーー幅四国 ーーーー畠ーーーーーーー ー---ーーーーー'ーーー ー喧ーー-ーーーーーーー

ややよい 22.1-31. 3 23. 5-32. 7 21. 9-31. 2 21. 3-30. 5 
ーーーーー・・ーーーーーー ーーーー ι ーーーーー』ー， 『ーーーーーーー--白血 ーーーーーーーー'ー申ーー ーーーーーーーーーーーー

普通 12.8-22.1 14.2-23.5 12.6-21. 9 12.1-21.3 
--申白ーーーーーーーー 申ーーーーーー田昌ーーーー 由ーーーーーーー・・ーーー ーーー-----司』・ーー・・ー ----ー・申』四ー国ーー

やや劣る 4. 0由 12.8 4.9-14.2 3.3-12.6 3.0-12.1 
ーーーーーーーーーーーー ー--ー司ーーーーーーーー ーー・ーーーー・・ーーー-- ---ーーーーーーーーー- 恒ーーーーーーー』ーーー

劣る -4.0 -4. 9 -3. 3 -3.0 
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踏台昇降評価表

男子 評価基準 全体 推薦 現役 1浪 2浪

標準値 61. 9 63.6 62.2 60. 7 59.4 

よい 78.3- 80.6- 78. 7- 76.1- 75. 1-
ーーーーーーーーーーーー ーーーーー『ーーーーーーー 曲ー・・ー骨ーーーーー・・由 ーーーーーーーーーーーーー ーー『園』ー--骨ーーー ー』ーーーーーーーーーーー

ややよい 64.4-78.3 69.3-80.6 67.7-78.7 65.8-76. 1 64.6-75.1 
ーーーー『ーーーーー--ー ーーーー圃ーーー『ーーーー ーーーーーーーー・・ーーー ーー---申ー----ーー ーーーーーーーーーー『ー ーーーーーーーーーーーーー

普通 56.5-64.4 58.0-69.3 56.7-67.7 55.5-65.8 54.2-64.6 
ーー白ーーー--骨ーーー ーーーーーー暗唱』ーー『ー ーーーーーーー------ ーーーー時四ーー，由ーー『 ーーーーーーーーーーーー ーーーーー『ーーー--噌・ー

やや劣る 45.5-56.5 46.7-58.0 45.7-56.7 45. 2-55. 5 43.7-54. 2 
ーーーーーー-ーーーーー ーーーーー骨ーーーーーーー ーーーーーーー--・・ーー 甲ー岨・ー---ーー『圃由ー ーー品ーー『ーーーーーー ーーーーーーーーーーー『由

劣る -45. 5 -46. 7 -45. 7 -45.2 -43. 7 

女子 評価基準 全体 推薦 現役 1浪

標準値 57.9 58.4 57.8 57. 1 

よい 72.8- 73.3- 72.4- 71. 3-
ーーーーー司ーーーーー- ー・ーーーーーーーーーーーー 『ーーーー『ーー』ーーー ーーーーー』ーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーー

ややよい 62.8-72.8 63.3-73.3 62.6-72.4 h61\.下i~H~~--~ーーーーー--ーーーーー ーーーーーー『田ーーーーー ーーー甲ーーーー---圃 ー---・・ー・・ーーーーーー

普通 52.9-62.8 53.4-63.3 52.9-62.6 
ーーーー押ーーーーーーー ーーーーー『・・ーー---ー ーーーー甲由国ーー--- 国・・ー骨・・ーー『ーーーーー ーーーーー『世ーーー--圃

やや劣る 43.0-52.9 43.4-53.4 43.1-52.9 H.0-52.4 
ーーーーーーー-ーーーー 一一一ーーーーー-ー--ー ーー-ーーーーーーーーー ーーー『ーーーーーーーーー ー---ーーーーーーーーー

劣る -43.0 -43.4 -43.1 -43.0 
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